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下
川
貯
水
地
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満
水
に
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今
年
の
夏
、
関
西
地
方
は
異
常
渇
水
に
み
ま
わ
れ
、
本
市
も
渇
水
対
策
本
部
を
設

置
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
ま
と
ま
っ
た
降
雨
に
よ
り
現
在
で
は
本
市
の
川
下
川
ダ

ム
も
満
水
の
状
態
で
渇
水
は
完
全
に
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
梅
雨
期
は
例
年
に
く

ら
べ
降
水
量
が
少
な
く
、
七
月

中
旬
の
川
下
川
ダ
ム
の
貯
水
率

は
例
年
よ
り
約
三
十
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
少
な
い
六
十
パ
ー
セ
ン

ト
（
過
去
五
カ
年
平
均
は
九
十

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
）
で
、
こ
の

状
況
で
水
の
使
用
が
急
激
に
増

え
る
夏
場
を
迎
え
る
こ
と
に
な

込
み
、
市
民
に
節
水
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
猪
名
川
に
お
い
て

は
さ
ら
に
水
不
足
が
深
刻
に
な

り
、
九
月
四
日
か
ら
は
二
十
パ

ー
セ
ン
ト
カ
ッ
ト
の
取
水
制
限

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
九
月
十
日

か
ら
十
二
日
に
か
け
て
九
十
三

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
ま
と
ま
つ
た

降
雨
が
あ
り
、
川
下
川
ダ
ム
の

た
。
ま
た
、
川
下
川
ダ
ム
の
貯

水
率
も
八
月
下
旬
に
は
約
三
十

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
た
め
、

八
月
三
十
一
日
に
水
道
局
渇
水

対
策
本
部
を
設
置
し
、
公
共
施

設
な
ど
に
節
水
を
呼
び
か
け
る

啓
発
看
板
や
横
断
幕
を
設
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、
九
月
一
日
に

は
節
水
チ
ラ
シ
を
新
聞
に
折
り
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り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
水
不
足
は
解
消
さ

れ
ず
、
県
営
水
道
の
取
水
源
で

あ
る
猪
名
川
も
一
庫
ダ
ム
の
貯

水
率
が
低
下
し
た
た
め
八
月
十

四
日
か
ら
十
パ
ー
セ
ン
ト
カ
ッ

ト
の
取
水
制
限
と
な
り
ま
し

水
道
事
業
管
理
者
に
島
上
隆
博
氏
が
就
任

十
月
一
日
付
で
水
道
事
業

管
理
者
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
私
は
、
昭
和
四
十
二
年

に
宝
塚
市
に
奉
職
し
ま
し
た

が
、
最
初
の
職
場
が
水
道
局

で
あ
り
、
主
に
水
道
管
の
布

設
業
務
な
ど
に
携
わ
り
、
工

務
課
長
や
浄
水
課
長
を
担
当

し
て
昭
和
六
十
三
年
に
水
道

局
を
離
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
や

下
水
道
担
当
部
長
を
歴
任
し
、

こ
の
度
、
十
三
年
ぶ
り
に
水

道
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

か
つ
て
私
が
在
職
し
て
い
た

昭
和
四
十
年
代
は
水
不
足
に
悩

ま
さ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
時

つ
き
ま
し
て
は
一
応
の
目
標
は

達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
ま

す
。
二
十
一
世
紀
を
間
近
に
控

え
、
こ
れ
か
ら
の
水
道
事
業
は

良
質
な
水
道
の
供
給
や
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
、
よ
り
質

貯
水
率
も
四
十
六
パ
ー
セ
ン
ト

に
ま
で
回
復
し
、
ま
た
、
そ
の

後
の
流
入
水
量
も
相
当
見
込
め

る
こ
と
か
ら
、
渇
水
の
危
機
的

状
況
を
脱
し
た
た
め
、
九
月
十

二
日
に
渇
水
対
策
本
部
を
解
散

し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
断
続
的
な
降
雨
に

よ
り
ダ
ム
水
位
も
上
昇
し
続

け
、
十
一
月
始
め
の
降
雨
に
よ

っ
て
ダ
ム
は
満
水
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
で
夏
場
に
危
惧
さ
れ

た
渇
水
は
完
全
に
解
消
さ
れ
ま

し
た
。

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
川
下
川

ダ
ム
の
完
成
に
よ
っ
て
安
定
給

水
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

わ
が
国
の
水
道
の
普
及
率
も

今
日
で
は
九
十
六
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
、
水
道
の
普
及
拡
大
に

の
高
い
水
道
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
宝
塚
市
で
は
平

成
十
三
年
度
を
初
年
度
と
す
る

第
四
次
総
合
計
画
を
策
定
中
で

あ
り
、
水
道
事
業
に
お
き
ま
し

て
も
『
よ
り
安
全
で
良
質
な
水

道
の
供
給
』
に
向
け
た
施
策
に
取

施
設
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
経
営
の
健
全
化
に
つ

き
ま
し
て
も
鋭
意
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
水
道
は
数
多

い
水
源
を
持
ち
、
浄
水
場
や
配

水
池
、
加
圧
ポ
ン
プ
場
な
ど
が

多
数
存
在
す
る
複
雑
な
水
道
で

あ
り
ま
す
が
、
よ
り
効
率
的
な

前
任
者

松
浦
保
氏
の
後
任
と
し
て
、
十
月
一
日
付
で
前
下
水
道
担
当
部
長
の

島
上
隆
博
氏
が
水
道
事
業
管
理
者
に
就
任
し
ま
し
た
。

就
任
ご
あ
い
さ
つ

宝
塚
市
水
道
事
業
管
理
者
　
　

島
上
隆
博
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昨年の大晦日は1年のうちで最も水の
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整に苦慮します。大晦日の多量の水の
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今
夏
の
渇
水
は
完
全
に
解
消

今
夏
の
渇
水
は
完
全
に
解
消

渇
水
対
策
本
部
を
設
置

九
月
に
ま
と
ま
っ
た
降
雨

〈小さな工夫で節水を〉



資本的収支決算（建設投資などに関する予算）

収益的収支決算（事業運営に関する収支）
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九
月
定
例
市
議
会
で
、
平
成

十
一
年
度
水
道
事
業
会
計
の
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
十
一

年
度
末
の
給
水
人
口
は
二
十
一

万
六
千
二
百
二
十
二
人
で
、
年

間
総
配
水
量
は
二
千
五
百
三
十

六
万
二
千
七
百
七
十
三
立
方
メ

ー
ト
ル
。
そ
の
う
ち
水
道
料
金

の
徴
収
対
象
と
な
っ
た
水
量
は

二
千
四
百
四
十
八
万
三
百
六
十

三
立
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

一
億
四
千
二
百
万
円
の
赤
字

決
算
の
状
況
は
、
総
事
業
収

益
は
四
十
二
億
八
千
四
百
十
万

円
で
、
そ
の
主
な
も
の
は
、
水

道
料
金
収
入
が
三
十
八
億
二
千

四
十
六
万
円
、
新
規
需
要
者
な

ど
か
ら
の
分
担
金
収
入
が
二
億

二
百
九
十
三
万
円
な
ど
で
す
。

事
業
費
用
の
内
訳
は
、
人
件

以
来
の
こ
と
で
す
。

水
質
試
験
所
が
完
成

水
道
施
設
整
備
な
ど
の
建
設

投
資
は
、
第
六
期
拡
張
事
業
と

し
て
小
浜
浄
水
場
と
小
浜
配
水

広報

池
を
結
ぶ
送
水
管
の
敷
設
や
、

老
朽
化
し
た
惣
川
浄
水
場
内
の

汚
泥
処
理
施
設
の
更
新
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
念
願

の
水
質
試
験
所
建
設
工
事
が
完

了
（
業
務
の
開
始
は
平
成
十
二

年
六
月
）
す
る
と
と
も
に
、
水

道
管
の
敷
設
工
事
や
浄
水
場
等

の
改
良
工
事
な
ど
も
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
建
設
改
良
事

業
に
二
十
二
億
二
千
三
百
二
十

一
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。
ま

た
、
国
等
か
ら
の
借
入
金
の
返

済
金
は
七
億
千
七
十
九
万
円

で
、
支
出
総
額
は
二
十
九
億
三

千
四
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
建
設
改
良
事
業
の

財
源
と
し
て
、
国
等
か
ら
の
借

入
金
十
二
億
四
千
九
百
五
十
万

七
月
三
十
一
日
に
平
成
十
二

年
度
第
一
回
目
の
水
道
モ
ニ
タ

ー
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

水
道
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
水

道
使
用
者
の
意
見
や
要
望
な
ど

を
把
握
す
る
こ
と
や
、
使
用
者

に
水
道
の
知
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
十
年
度
か
ら
始
め
た
制
度

で
、
今
年
度
の
水
道
モ
ニ
タ
ー

は
三
十
人
（
男
性
十
六
人
、
女

性
十
四
人
）。
自
治
会
連
合
会

の
推
薦
や
公
募
に
よ
る
も
の
で

す
。当

日
は
水
道
局
側
か
ら
本
市

の
水
道
事
業
の
概
要
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
モ
ニ
タ
ー
の
質

問
に
も
答
え
ま
し
た
。
モ
ニ
タ

ー
の
活
発
な
発
言
が
あ
り
、
特

に
水
質
に
関
す
る
質
問
が
多

く
、
水
質
へ
の
関
心
の
高
ま
り

を
痛
感
し
ま
し
た
。
主
な
質
問

は
下
表
の
と
お
り
。

ま
た
、
十
月
三
十
一
日
に
は

水
道
施
設
の
見
学
会
を
実
施

し
、
二
十
一
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
本
市
の
水
源
で

あ
る
一
庫
ダ
ム
や
川
下
川
ダ
ム

を
訪
れ
、
今
夏
の
渇
水
期
に
く

ら
べ
貯
水
量
が
相
当
に
回
復
し

て
い
る
状
況
を
確
認
し
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
惣
川
浄
水
場

や
水
質
試
験
所
な
ど
も
見
学
し

ま
し
た
。
日
頃
訪
れ
る
機
会
の

少
な
い
浄
水
場
で
は
、
原
水
が

着
水
井
に
入
り
、
沈
殿
池
や
ろ

過
池
を
経
て
浄
化
さ
れ
る
過
程

や
、
浄
水
場
で
発
生
す
る
汚
泥

を
処
理
す
る
最
新
の
設
備
も
見

学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
検
査
機
器
を
備
え
た
真
新

し
い
水
質
試
験
所
な
ど
も
見
学

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

水
道
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

水
質
な
ど
に
関
心
が
高
く

年
末
は
引
越
の
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
ま
す
。
転
居
に
際

し
て
は
、
水
道
の
使
用
開
始
、

使
用
停
止
の
届
け
が
必
要
で

す
。
こ
の
届
け
を
怠
る
と
、

水
道
の
無
届
使
用
と
な
り
、

実
際
に
使
用
さ
れ
た
時
点
に

遡
及
し
て
水
道
料
金
・
下
水

道
使
用
料
を
一
度
に
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
転
居
に
伴
い
水
道

の
使
用
を
停
止
す
る
と
き

も
、
閉
栓
の
届
け
が
遅
れ
る

と
、
そ
の
間
も
、
た
と
え
使

用
水
量
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
も

「
５
」
の
地
域
（
川
面
・
御
殿

山
・
栄
町
・
桜
ガ
丘
・
清
荒
神

な
ど
）
の
水
道
メ
ー
タ
定
期
検

針
は
奇
数
月
の
一
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
十
二
年
度

第
五
期
分
の
検
針
は
元
旦
に
あ

た
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
検
針

日
を
変
更
し
、
十
二
月
二
十
七

日
・
二
十
八
日
に
実
施
し
ま
す

の
で
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

水
道
局
で
は
、
局
が
発
注
す

る
建
設
工
事
の
業
者
登
録
を
追

加
で
受
け
付
け
ま
す
。
既
に
登

録
し
て
い
る
業
者
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
。

▽
申
請
受
付
対
象

宝
塚
市
に
本
店
を
置
き
、

平
成
十
二
年
十
二
月
一
日
現

在
、
建
設
業
法
第
三
条
の
規

定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い

る
者
で
、
か
つ
、
同
法
第

二
十
七
条
の
二
十
三
に
規

定
す
る
経
営
に
関
す
る
審

査
を
受
け
て
い
る
者
に
限

り
ま
す
。

▽
申
請
期
間

平
成
十
二
年
十
二
月
一

日
か
ら
十
二
月
十
五
日
の

間
で
、
土
・
日
曜
日
は
除

き
ま
す
。
受
付
時
間
は
十

時
か
ら
十
六
時
（
十
二
時

か
ら
十
三
時
は
除
く
）

▽
参
加
資
格
の
有
効
期
間

平
成
十
三
年
一
月
一
日

か
ら
平
成
十
四
年
六
月
三

十
日

▽
そ
の
他

受
付
は
水
道
局
総
務
課

で
持
参
に
限
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
水
道
局
総
務

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い

。（
☎
０
７
９
７
　
　
３

６
８
８
）

平平
成成
十十
一一
年年
度度

水水
道道
事事
業業
会会
計計
決決
算算

水道料金�
　　３８億２，０４６万円�
�

人件費�
１０億５，２６７万円�
�

２億７，９７９万円�
��

５億８４３万円�

１０億５，８１２万円�
�

当年度損失�
１億４，２３８万円�

その他収入�
２億６，０７１万円�

分担金�
２億２９３万円�

事業費用�
４４億２，６４８万円�

減価償却費�
�

受
水
費
�

事業収益�
４２億８，４１０万円�

�

電気・薬品代�
�

修繕費などの�
施設維持費や�
業務費など�
９億３，９６７万円�
�

支払利息�
�５億８，７８０万円�

�

建設改良費　２２
億２
，３２

１
万
円

市繰入金 ８，６００万円�
工事負担金�
　　１億９，２６９万円�
�

企業債収入�
（国等からの借入金）�
　　１２億４，９５０万円�
�

第6期�
拡張事業  

配水管整備事業�
６億８，９９５万円�

�

汚泥処理�
施設整備�
事業   

その他�
水道施設等�
整備事業�
３億９，１３６万円�

借入金返済金�
（元金）�

７億１，０７９万円�
�

水道事業内に留保した�
資金で補てん�
１４億５８１万円�
�

支出�
２９億３，４００万円�

水質試験所整備事業�
２億１，４７７万円�

収入�
１５億２，８１９万円�
�

 ３億７・８９７万円�
�

５億４，８１６万円万円�
�
５億４，８１６万円�
�

費
が
十
億
五
千
二
百
六
十
七
万

円
、
電
気
代
や
薬
品
費
と
し
て

二
億
七
千
九
百
七
十
九
万
円
、

水
道
施
設
の
維
持
修
繕
費
や
業

務
運
営
費
な
ど
に
九
億
三
千
九

百
六
十
七
万
円
、
県
営
水
道
か

ら
の
受
水
費
が
五
億
八
百
四
十

三
万
円
、
減
価
償
却
費
が
十
億

五
千
八
百
十
二
万
円
、
国
等
へ

の
支
払
利
息
が
五
億
八
千
七
百

八
十
万
円
で
、
総
額
四
十
四
億

二
千
六
百
四
十
八
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
平
成

十
一
年
度
は
一
億
四
千
二
百
三

十
八
万
円
の
損
失
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
繰
越
利
益
剰
余
金
で

補
て
ん
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
損
失
を
計
上
し
た
の
は
、
震

災
の
平
成
六
年
度
を
例
外
と
す

る
と
、
実
に
昭
和
五
十
四
年
度

基
本
料
金
が
必
要
で
す
。
水
道

局
か
ら
納
付
書
が
送
付
さ
れ
、

ま
た
、
口
座
引
落
も
続
行
し
ま

す
。引

っ
越
し
の
期
日
が
決
ま
る

と
で
き
る
だ
け
一
週
間
前
ま
で

に
水
道
局
に
開
栓
・
閉
栓
の
届

け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
は

電
話(

☎
０
７
９
７
　

３
６
８

１
）
で
で
き
ま
す
。
土
・
日

曜
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
に
、

使
用
者
番
号
、
ま
た
は
水
栓

番
号
を
確
認
し
、
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
役
所
市
民
課
へ
の

転
入
・
転
出
届
け
を
さ
れ
て

も
、
水
道
に
つ
い
て
は
、
電
気
、

ガ
ス
同
様
に
、
使
用
者
の
変
更

届
け
が
必
要
で
す
。

使
用
者
番
号
の
筆
頭
数
字
が

円
や
工
事
負
担
金
一
億
九
千
二

百
六
十
九
万
円
な
ど
、
総
額
十

五
億
二
千
八
百
十
九
万
円
を
収

入
し
ま
し
た
。

な
お
、
決
算
の
詳
細
に
つ
い

て
は
水
道
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://city.takarazuka.
h
y
og
o.jp
/su
id
o/)

で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

水道モニターからの主な質問
〔Ｑ〕水処理に何種類かの薬品を使用しているようですが安全性に問題はありませんか。

【Ａ】水処理で使用されている薬品は、消毒用の塩素剤、ｐＨ値調整用のアルカリ
剤及び濁りを除去する凝集剤の３種類です。いずれの薬品も原水に添加されると
加水分解によって沈殿したり、炭酸イオン等と反応して分解しますので、安全性
に問題はありません。

〔Ｑ〕受水槽の水が気になるのですが。

【Ａ】受水槽の管理は所有者が行うこととなっており、１０m3を超える受水槽につ
いては法定検査義務があります。１０m3以下の受水槽は検査義務がありませんが、
管理は所有者が行うこととなっています。現在、国においてこの問題について検
討されていますので、近い将来には何らか対策が講じられるものと考えています。

〔Ｑ〕塩素はどのくらい注入しているのでしょうか。

【Ａ】水質基準では残留塩素濃度は各ご家庭の蛇口で０.１mg/ 以上を確保する必
要があるため、通常、浄水場ではでは１mg/ 程度の濃度で送り出しています。従
って、浄水場に近いご家庭では若干高めの塩素濃度となっている場合があります。

〔Ｑ〕ボトルウォーターに対する水道局の見解は。

【Ａ】飲用する水ついては日本の水道水は十分に安全性は確保されていますが、近
年、様々なボトルウォーターが販売されています。ボトルウォーターはそれぞれ
に個性があり、近頃では深層水など非常に硬度の高い水も出てきています。やは
り、利用者の目的や嗜好に合わせて選択されるのがよいと思います。

〔Ｑ〕風呂の桶がピンク色に変色しているのは水道水と関係があるのでしょうか。

【Ａ】色素産生菌の従属栄養細菌又は真菌（カビ）が繁殖したためです。この細菌
はごく一般的に存在しており、湿気が多く日光があたらないところでは良く繁殖
して、桃色や黄色の色素を産出し、タオル等をピンク色に染めたりします。洗濯
物などは戸外で紫外線に良く当て乾かせば発生することはありません。発生して
着色してしまったときは塩素系の漂白剤で漂白することができます。桶なども定
期的に漂白剤で殺菌すれば発生を防止することができますが紫外線に当てること
と乾燥させることが防止には最も効果的です。水道水の水質には何ら問題はあり
ませんのでご安心ください。

〔Ｑ〕日本の水質基準はＷＨＯ（世界保健機構）の基準とどこが違うのでしょうか。

【Ａ】日本の水質基準もWHOの基準も基本的には大差ありません。WHOで飲料水
ガイドライン設定対象にされた項目については、世界各国で国内事情を考慮して
それぞれの水質基準として採用されています。従って、日本では使用されていな
い薬品や農薬類、または一般に検出されていないような物質についてはWHOガイ
ドララインと異なるところがあります。日本の水質基準も毎年のように見直しが
行われていますが、当然、WHOガイドラインを参照にして検討されています。

〔Ｑ〕宝塚市内にはたくさんのゴルフ場があり、農薬と水道水の関係が気になりますが。

【Ａ】宝塚市の水道水源と直接的に水質的な関わりのあるゴルフ場は２～３ケ所で
す。このうち、最も影響の大きい２ゴルフ場とは水源の水質監視に係わる協定を
水道局と締結しています。協定の内容は、ゴルフ場による定期的な水源水質監視、
農薬の検査、農薬・肥料の大量使用に際しての事前通知義務等よりなっています。
今後も、水道局独自の水質監視と合わせて、より緻密な水質監視ができるよう努
力していきます。

惣川浄水場を見学

引
越
の
と
き
は

水
道
の
閉
・
開
栓
届
を

検
針
日
が
変
わ
り
ま
す

建
設
工
事
業
者
登
録
を

追
加
で
受
付

お
知
ら
せ
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